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８
月
１
～
３
日
の
３
日
間
、
小
中 

学
生
が
、
夏
休
み
の
宿
題
を
集
中
し 

て
で
き
る
よ
う
に
、
公
民
館
を
開 

放
し
ま
し
た
。 

 

３
日
間
「
鹿
嶋
市
高
校
生
会
」
な 

ど
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て 

く
れ
て
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教 

え
て
く
れ
た
り
、
休
憩
中
に
遊
ん
で 

く
れ
た
り
と
楽
し
く
学
習 

 
 

 
 

で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
も
７
月
１
日
～
20
日
ま
で
高
松
公
民
館
の
ロ
ビ
ー 

に
七
夕
飾
り
を
展
示
し
ま
し
た
。 

 

地
区
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
園
児
、
小
学
校
１
年
生
、 

２
年
生
児
童
の
願
い
が
こ
も
っ
た
短
冊
が
、
色
と
り
ど
り 

に
飾
ら
れ
、
公
民
館
を
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て 

い
ま
し
た
。
展
示
し
た
短
冊
は
鹿
島
神
宮
で
お
焚
き
上
げ 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

令
和
７
年
７
月
26
日
（
土
） 

高
松
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。
当
日
は
、
お
年
寄
り
か 

ら
子
ど
も
ま
で
約
５
０
０
名
の 

方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

盆
踊
り
の
曲
目
に
は
、
お
な 

じ
み
の
炭
坑
節
な
ど
の
ほ
か
に 

ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
が
加
え 

ら
れ
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま 

し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
作
成 

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ざ
ぐ
る 

ま
が
、
真
夏
の
夜
の
暑
さ
に
涼 

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
今
村
記
者
） 

日
直 

高
松 

げ
ん
き 

インスタグラム ホームページ 

９月１日号 

短冊を飾る高松 
幼稚園の園児たち 



 

高
松
地
区
防
災
訓
練 

▶
６
月
21
日(

土)

に
行
っ
た
、
ペ
ッ
ト 

ボ
ト
ル
か
ざ
ぐ
る
ま
教
室
で
子
ど
も
た 

ち
が
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

と
～
っ
て
も
よ
く
回
っ
て
い
ま
し
た
よ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◀ 

太鼓の達人くんは今年もダンシング 

ヒーローを盛り上げてくれました。 

夏まつりには欠かせない冷たい飲み物とかき氷 

フランクフルトは高松小中学校の 

PTAチーム 

踊り手のみなさんの浴衣姿は 

とても華やかでした。 

煙体験 

バケツリレー 

水消火器訓練 市の担当職員による受付訓練 避難所用テント体験 物資仕分け作業（中学生） 

物資仕分け作業 

（まちづくり委員） 開会式 

 

６
月
14
日
（
土
）
高
松
地
区 

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
は
茨
城
県
沖
で
震
度 

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
津
波
警 

報
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
の 

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
高
松
地
区
の
幼
稚 

園
児
・
小
中
学
生
・
住
民
・
消
防 

団
な
ど
約
４
５
０
名
に
の
ぼ
り
、 

実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
実
践
的 

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

 

前
半
で
は
、
中
学
校
が
避
難
所 

と
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
施
設
の 

安
全
点
検
や
避
難
者
の
受
け
入
れ 

体
制
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
グ 

ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
水
消
火
器
訓
練 

や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
煙
体
験
な
ど 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
で
は
、
防
災
士
の
細
谷
氏 

に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、
災
害
時 

に
お
け
る
注
意
点
や
適
切
な
行
動 

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
東
日 

本
大
震
災
を
体
験
し
て
い
な
い
た 

め
災
害
へ
の
理
解
と
備
え
を
深
め 

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
信
楽
記
者
） 

 

８
月
９
日
（
土
）
満
開
の
ひ
ま
わ
り
畑 

で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

「
ひ
ま
わ
り
迷
路
を
作
ろ
う
！
」
と 

３
月
下
旬
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
。
地
域
の
幼
稚
園
・
小
学
生
・
住 

民
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
種 

ま
き
か
ら
苗
の
定
植
ま
で
行
い
ま
し
た
。 

 

土
づ
く
り
か
ら
は
じ
め
、
草
刈
り
・
水
ま
き
・
防
風
対
策 

な
ど
色
々
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
き
れ 

い
に
咲
き
揃
っ
た
ひ
ま
わ
り
迷
路
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見 

る
と
、
「
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
」 

と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に 

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た 

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ひまわりフェスティバルでは、 

子どもたちに、無料でかき氷が振舞われました。 
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高松小学校１．２．３年生と種まきをしました。 



修学旅行 ６月８日(日)～１０日(火) 

 京都・奈良方面へ修学旅行に行きました。 

 1日目は、奈良市内研修として、奈良公園から東大寺・ 

大仏殿を見学、薬師寺では法話を聞きました。 

 2日目は、班別による京都市内散策に出かけました。 

散策中には学校で学んだ英語を試し、外国人観光客の方 

に話しかけ、交流を楽しみました。 

 3日目は、妙心寺にて座禅体験をし、北野天満宮、東寺 

を見学しました。 

 奈良・京都の歴史的な建造物や日本古来の文化にふれ、 

また仲間と共に楽しい思い出をつくることができました。 

  

 最後の運動会なので、自分の係や種目などに 

全力で取り組もうと思っていました。親子競技 

では楽しくゴールすることができました。これ 

からも後悔のないよう何事にも全力でがんばり 

たいです。            （６年） 
 みんなと心を一つにして最高のダンスをする 

という目標を決めました。何事にもくじけない 

で取り組むことを大事にして運動会ができたの 

で、学んだことを学校生活や勉強に生かしたい 

です。              （５年） 

６月１日（日）運動会 

 みんなの笑顔が輝く運動会ができて、とても 

楽しいと感じました。ダンスが終わったとき、 

友達と「がんばったね」と話しました。 

学校生活でも声をかけ合って、みんなと仲が良 

いクラスを作っていきたいです。  （４年） 

７/14 3年生校外学習 

    （スーパー見学） 

２年生 

２年生 

１年生 

１年生 

５年生 

４年生 

まつきさん 

６年生 

３年生 

３年生 

６年生 

みんなでイルカショーを 

見ました。体にいっぱい 

水がかかってつめたかっ 

たです。   （２年） 

イルカショーでは、アシカ 

も出てきてボールをキャッチ 

できてすごかったです。 

 （２年） 
 

５月１６日（金）１・２年生遠足（大洗水族館） 

1年生 

２年生 

清水散策 

清水寺 

東大寺 

三年坂 

嵐山・渡月橋 

伏見稲荷大社 

伏見稲荷大社 薬師寺 東塔 



                     １学期、子ども達は暑さ 

                    に負けず元気いっぱいに過 

                    ごした園生活。3名の新入 

園児達も、年長・年中組のお友達と楽しく過ごしました。虫探しやプー 

ル遊び、アゲハチョウ羽化見守りや夏のお楽しみ会など季節の遊びを楽 

しみ、沢山の笑顔の花が咲きました。地域の方々にも大変お世話になり 

ました。サッカー教室ではアントラーズの方とボール遊びを楽しみまし 

た。動物触れ合い体験は、地域の方に馬に乗せてもらったり、野菜をあ 

げたりしながら生き物の命を感じることができました。地域防災訓練に 

も親子で参加し、避難所の段ボールベットやテント体験、けむり体験な 

ど、防災を考える機会となりました。公民館主催の「ひまわりプロジェ 

クト」では、種から育てた苗を花が咲くのを心待ちにしながら定植しま 

         した。地域の方々のご協力により、貴重な体験を通 

           して子ども達は様々なことに気付きながら学ん 

           でいきます。２学期も、子ども達の笑顔を目指 

           してまいります。お世話になった地域の皆様、 

           保護者の皆様、ありがとうございました。 

動物触れ合い体験 

地域防災訓練 

サッカー教室 

お楽しみ会 

ひまわりプロジェクト 

親子運動会 ５月１７日（土） 

 ３.４.５歳児が参加した親子運動会。生憎の雨で体育館の開催となりましたが沢 

山の保護者の皆様の応援を受け、子どもたちは、元気いっぱいかけっこや玉入れ、 

親子競技と頑張ってくれました。親子遊戯の「ハイホー」では大好きなお家の方 

とたくさん触れ合うことができ、みんなニコニコ笑顔を見せていました。やり遂 

げた達成感は大きな自信につながったことでしょう。 

 

サッカー教室 ６月５日（木） 

 今年も鹿島アントラーズのコ 

ーチ達が４.５歳児の子どもたち 

にサッカーの楽しさを教えに来 

てくれました。友達と一緒に、 

みんな張り切って色々な挑戦し 

ました。ウォーミングアップが 

終わり、最後はチームに分かれ 

て試合です。みんなでゴールを 

目掛け、たくさんのシュートを 

決めていました。たくさん汗を 

かいて気持ちの良い時間とな 

りました。 

 保育園で育てたジャガイモを使ってクッキ 

ング。３歳児がジャガイモを洗い、４歳児が 

ジャガイモとニンジンの皮をむき、５歳児が 

ジャガイモとニンジンを包丁で切りました。 

みんな猫の手になって上手に切ることが出来 

ました。年長さんは野菜を炒めることにも挑 

戦！ジュウジュウ炒める音や美味しそうな匂 

     いに興味津々。ホールでみんなで 

     カレーパーティーを楽しみました。 

      みんなで力を合わせて作ったカ 

      レーは格別だったようでお代わ 

      りをする子が続出。あっという 

      間に鍋が空っぽになりました。    

◀ クッキング ６月１９日（木） 

石橋センター長！僕が住んでいる高松地区から見つ 

かった土器はありますか？ 
 

はい。これが木滝の国神遺跡から昭 

和5６年に見つかった弥生時代の壺 

です。薄い土器でしょ？高松地区は 

鹿嶋の中で最も古い米（炭化米）が 

見つかっています。この土器も炭化 

米と一緒に竪穴住居跡から見つかって 

いるんです。今から１８００年も前のものなんです。 

高松地区では、縄文時代の遺跡として木滝貝塚があり 

ますが、弥生時代から古墳時代の遺跡が多く見つかっ 

ています。特に弥生時代中期の遺跡は鹿嶋市では少な 

いので、とても貴重な土器たちです。 
 

        この土器大きいね。発掘調査で見つ 

        かったんだね。高松地区では発掘調 

        査がたくさん行われていたの？ 
 

         そう。昭和５０～６０年代、木滝 

         から佐田にかけて何か所も調査を 

         しました。この土器は渦巻の文様 

         がきれいだけれど、弥生時代の骨 

         壺です。 

     

  また、平成３０年頃には、佐田の屋敷廻り遺跡におい 

  て、現在開通している道路を 

  造るための調査がありました。 

  その時は、高松小学校の皆さ 

  んが発掘体験に来てくださっ 

  たんです。 
 

  いいなー。屋敷廻り遺跡から 

  は何かすごいものが見つかったの？ 
 

  古墳時代から平安時代の竪穴住居跡が７３軒見つかっ 

  て、その中でも奈良時代の竪穴住居跡から土器と一緒 

  に役人が使ったと考えられる刀や帯金具が発見され 

  ました。 
 

  えー！役人が住んでいたの？ 
 

  屋敷まわり遺跡から北西に７００ｍに奈良から平安時 

  代に鹿島郡の役所（郡家）があったの。屋敷廻り遺跡 

  は近いから、その役人が住んで 

  いたかもね。古代の鹿嶋を想像 

  するとワクワクするでしょ？ 
 

  うん、ワクワクする！ 

  今日は大きな土器も見る 

  ことができて楽しかったよ。 

弥生時代の壺 

渦巻壺 

屋敷廻り遺跡 

▲ 発掘体験 

Ｑ：陶芸はいつから始められたんですか？ 
 

Ａ：定年退職して、福祉センターの陶芸クラブに所属して 

  始めたので、11年になります。 
 

Ｑ：そうなんですか！もっと長くされているのかと思いま 

  した。昨年は、茨城県健康福祉祭の美術展で県知事賞 

  を受賞され、さらに鳥取県で開催された、全国健康福 

  祉祭（ねんりんピック）において、銅賞を受賞された 

  とお聞きしましたが、それはどんな作品ですか？ 
 

Ａ：「線文象嵌器」という作品で、ひも状にした粘土を積 

  み上げ、ろくろを使って仕上げていきます。 

  出来上がるまでに3か月ぐらいかかりました。 

 

Ｑ：デザインが幾何学的でとても素敵です。デザインのア 

  イデアはご自身で考えられたんですか？ 
 

Ａ：そうです。色々な作品を見て参考にして考えました。 
 

Ｑ：今まで、先生について習ったことはないんですか？ 
 

Ａ：特に先生についたことはないですが、陶芸クラブには 

  技術的に上手な人がいるので、先輩方に教わりました。 
 

Ｑ：陶芸クラブではどのくらい活動されてますか？ 

  また、どんなところですか？ 
 

Ａ：週に１回、時間は9時～15時まで活動し、主に60歳 

  以上の人が所属しています。陶芸クラブの良いところ 

  は、仲間どうし対等に付き合えるところです。だから 

  長続きするんだと思います。 
 

Ｑ：今後はどのような作品を作りたいですか？ 
 

Ａ：色々な作品を作りたいですが、今は陶芸クラブの管理 

  運営を優先しているところです。 
 

Ｑ：次回の高松まつりへの出品をぜひお願いします！ 

 今回の「たかまつびと」は長栖にお住まいの大久保等さんをご紹介します。 

大久保さんは、現在鹿嶋市の民生委員児童委員をされているほか、高松地区福祉会「たかなみ会」会長、 

長栖シニアクラブ「長慶会」会長など、数多く地域に貢献されています。また、高松まつり作品展へ素晴 

らしい陶芸作品を出展していただいています。今日は、その陶芸のことについてお伺いしたいと思います。 

  ▲ 大久保さん 

◀「線文象嵌器
せんもんぞうがんうつわ

」 高
松
げ
ん
き 

石
橋
セ
ン
タ
ー
長 


